
「気づき 考え やりぬく  ～みんなのために 自分のために～」 
 

本年度の学校教育目標を「自ら学ぶ ともに伸びる 

～自分もみんなも『支合わせ』～」とし、「自律（自立）」

「協働」「創造」の力を高めていきたいと思います。子供

たちが、主体的に、協働的に、自分たちの生活をよりよく

創造していくことで、自分もみんなも支え合いながら｢支

合わせな学校｣をめざしていきます。 

また、重点目標を「気づき 考え やりぬく ～みんな

のために 自分のために～」とします。昨年度、金谷っ子

は、「自分たちの力で」と一歩踏み出し始める姿が見ら

れました。やってみる中で、「自分への気づき」「他者への気づき」が得られます。その気づきを大切に

し、失敗を恐れず、試行錯誤を繰り返し、その子なりの「やりぬく」を実感できるように支援していきたい

と思います。 

この「気づき 考え やりぬく」は、「みんなのために 自分のために」となります。授業や日常生活の中

において、自分の「好き」や「得意」を生かし、利他の心を具体的な行動で表出し、それが他者の「支合

わせ」、貢献に繋がることを子供自身が実感できるようにしていきたいと思います。その積み重ねが、他

者への信頼、自分に対する信頼を高めていくことになり、将来求められる「自律（自立）「協働」「創造」

の力に繋がっていくと考えます。 

 

チーム体制で ～子供の「自律」「心理的安心感」のために～ 
 

子供の「自律（自立）」「協働」「創造」の力を育むために、昨年度に引き続き、令和８年度も、５、６年は

学級担任を固定しない「チーム担任制」（学年担任制、教科担任制）を導入します。２週間程度でローテ

ーションしていき、教科担任も含め、学年に関わる複数の教員が学年全体を担当していきます。１年から

４年においても、｢学年協業｣や｢教科担任制｣を可能な範囲で進めていきます。 

昨年度の取組の課題を踏まえ、以下の「チーム担任制」の効果が得られるよう、質を高めていきたいと

思います。 

・複数の教員により多面的な子供理解がされる。  

・子供の主体性や自律を促す。 

・多くの教員と関わることができ、子供にとっての安心感となる。 
 
 

私たち大人は、子供の「笑顔」「支合わせ」のために、学校と家庭、地域が良きパートナーとなって、子

供の動きを支える伴走者でありたいと思います。 

令和８年度も御理解と御協力をお願いいたします。 

（校長 山田 誓午） 


